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附属図書館の1年

　平成7年4月に附属図書館長に就任して1年

がたちました。その間に色々なことがありまし

たが、自己点検の意味も込めて1年間を振り返

り、次の年度へのステップにしたいと存じます。

1．利用者へのサービス
　平成7年5月より日曜日も開館することにな

り、平日は9時～21時、土曜日・日曜日は10時

～17時の開館となりました。土曜日は平均して

約1000人、日曜日は約600人の入館者があります

が、学期末の試験期には平日で4000人以上、日

曜日でも1000人を越える入館者のある日が何日

もありました。学生諸君がいかに図書館の利用、

図書館での学習を頼りにしているかが分かりま
す。

　土曜・日曜開館は、教官・研究者にも大変喜

ばれています。週日には色んな仕事で忙しく、

ゆっくり文献調査ができないという人は非常に

多く、そういう人達にとって土曜・日曜の図書

館での文献調査は欠くことのできないことであ

ります。平成8年度からは土曜日はもちろん日

曜日も入庫できるようになりましたので活用し

ていただければ幸いです。

　I　L　Lサービス（図書館間相互利用サービス〉

も毎年増加しており、本年度は附属図書館にお

ける文献複写受付が1万8千件を越え、他図書

館への依頼も5千件を越えました。ただ、これ
らのうち、3235件の受付は謝絶となりましたこ

とは相互利用の精神に照らして残念なこととい

わねばなりません。I　LLサービスにともなう

附属図書館長

　　　長　　尾 眞

コピーサービスは1年間に約20万枚にのぽって

おります。これらのサービスは昨年に比べてほ

ぼ20％以上の増加であります。

　図書館におけるもう1つの大切なサービスは

レファレンス・サービスであります。これは参

考業務という聞きなれない言葉に翻訳されてい

るせいか、あまり広く知られておりません。図

書館が関係している情報については何でも、問

い合わせに対して調査し回答するという、利用

者にとっては大変ありがたいサービスなのです。

これも毎年少しずつ増加して来ており、附属図

書館カウンターでの受付が年間4538件（1日平
均21．1件）、電話による受付が年間2282件（1日

平均10。6件）、FAXや手紙による受付が年間

4553件（1日平均21件）となっております。質

問は種々さまざまですが、場合によっては相当

な時間をかけて調べる必要のあるものもあり、

最も時問のかかる知的作業となるサービスであ
ります。

　図書館にも電子化の波が押し寄せて来ており

ますが、その第1ステップはCD－ROMの活用で

あります。今日辞書やデータはもちろんのこと

雑誌や本、目録類が色々とCD－ROMの形で出版

．されております。附属図書館では、5～6年前

からスタンドアローンのCD－ROM検索装置を

入れ、現在約20種のCD－ROMの検索サービスを
提供しています（学内では40種）。しかしながら、

これらは図書館へ来ていただかねば利用できな

いという残念な状況にあります。このような状

況の中で、咋年度の総長特別経費でCD－ROM
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サーバーシステムを購入でき、ME　D　L　I　NE

（医学・生理学文献リスト〉を吉田地域におい

てオンラインサービスして来ました。これは土

曜・日曜も含んでの24時間サービスであり、研

究者は自分の研究室からいつでもこれを利用す

ることができますので、最近では6000回／月以

上アクセスされており、好評を得ております。

他のCD－ROMについても学内のオンラインサ

ービスをやりたいのですが、そのためにはさら

に1千万円以上の経費が必要となり、そうでな

くても乏しい図書館予算の中でこれを実現する

ことは不可能であるといえ、誠に残念なことで

あります。ただ、このような状況の中理学部を

中心としたグルーブがG　e　o　R　e　f（地質学文

献リスト）を導入し、これを附属図書館のCD

－ROMサーバーにのせて全学の利用に開放して
下さることは大変ありがたいことであります。

このようにある部局で導入されるCD－ROMで

全学に開放して下さるものについては、附属図

書館でお世話をさせていただきますのでよろし

くお願いいたします。

　以上のように、利用者の図書館に対する期待

は年を追って高まって来ていますので、我々図

書館員はその期待に応え、良質のサービスを提

供できるよう色々と努力しているわけでありま

す。なお念のために付言いたしますと、これら

全てのサービスについては誰がどのような本を

借りたとか、どのような質問をしたといったプ

ライバシーについては十分な配慮をし個人のプ

ライバシーを完全に守っておりますので、気楽

に図書館の全機能を十分に活用していただくよ

う期待しております。

2．展示会・講演会・講習会
　図書館の行なうべきサービスのもう1つのも

のは、時に応じた展示会、講演会あるいは講習

会を開催し、多くの方々のお役に立つことであ

ります。平成7年度は次のような行事を行ない

ました。特に展示会は広く市民に公開し、多数

の参加を得ました。

　　展示会：

　（1）舎密局から三高へ（京都大学へつながる

第三高等学校の創立前後の写真・資料展示）

　（2）幕末・明治期の古写真展（国立大学図書

館協議会主催、長崎大学図書館所蔵の古写真を

中心に、附属図書館所蔵の新聞文庫の資料も合

わせて展示）

　　講演会：

　図書館に関係するテーマの講演会を7回開催
しました。

　（講師：長尾図書館長、富士通今井氏、海原

総合人間学部教授、臼幡国際日本文化センター

助教授、ワッテンベルグドイッGMD研究員、

イワノビッチロシア国立図書館員）

　講習会：図書館に関した各種講演会を行な

った。特にインターネット講習会は実習を伴っ

たもので本学職員を対象に、1回目240名、2回
目120名の参加があったが、希望を満たしきれて

いない。これは学術情報ネットワーク機構、大

型計算機センター、情報処理教育センターと共

催したもので、附属図書館からも演習指導者を

派遣した。また、4月には新入生を対象として

図書館利用法、OPAC検索法などの講習会を昼

休みの時間などを利用して6回行なった。その

ほかにNACSIS－IR地域講習会、」OIS講習会、

NACSIS－ILL地域講習会、学内目録講習会、地

域目録講習会など多くの講習会を行なっている。

3．1次情報の充実と2次情報の整備
　館長になって一番驚いたのは一般図書購入費

が非常に少なく、年間3千冊程度しか一般図書

を購入していないことでした。開架図書8万4

千冊（うち、一般図書6．1万冊、辞書などの参

考図書2．3万冊）は少なくとも10年で更新すべ

きものですが、このためには1年当り約5800万

円を必要とします。現在はその4割しか予算の

手当ができていません。それでも本年度は種々

のやりくりをしながら参考図書類の更新に少し

ウェイトを置いて昨年よりも多くの図書を購入

することが出来ました。

　さらに驚いたことは、外国の新聞がThe
Time1紙を購読しているだけで、外国の有力

な週刊誌、月刊誌はほとんど購入しておりませ

んでした。京都大学には世界各国から研究者・

学生が来ておりますし、日本人学生も国際的な

視野をもつためには諸外国の主要な新聞や雑誌

に目を通すことは大切なことであります。そこ

で新たに外国新聞8紙、外国雑誌7誌を乏しい

予算をさいて購読してもらうことにしました。

多くの方々に読まれることを期待しております。

それにしても雑誌の種類はそう多くありません。

これをもっと増やして魅力のある雑誌コーナー

を作り、利用者の方々に図書館に足を運んでも

らえるようにすることも1つの課題であります。

　図書の購入は先生方にもご協力をお願いし学

生諸君からの要望を参考にしながら選書委員会
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で選定しております。発注・受入から閲覧に供

されるまでの時間をできるだけ短くするよう努

力しておりますが、現在最も早くて20日を要し

ております。もっと長くかかる本も沢山ありま

すが、できるだけこの時間を短縮し、新しいも

のを早く読んでいただけるよう努力しているわ

けであります。

　2次情報の整備というのは目録カードの情報

をコンピュータに入れ、端末装置から図書資料

の所在情報を知ることのできる目録情報検索シ

ステム、いわゆるOPACと呼ばれているもの
です。本学には約538万冊の図書資料があります

が、そのうちO　PACで引けるものはわずかに
40万冊余りであります。毎月新しく購入する図

書については一部の部局を除いてほとんど全部

目録情報がコンピュータに入力されております

が、過去に遡って入力する、いわゆる遡及入力

は遅々として進みません。幸いに7年度は文部

省の計らいもあって4万件余りの遡及入力がで

き、昭和61年以降の洋図書はほぽ全てOPAC
で検索が出来るようになりました。しかしO　P

ACで出て来ないから所蔵していないとは必ず

しも言えず、どうしても目録カードを調べねば

ならないという2度手間をしなければならない

場合もあり、利用者にご不便をおかけしており

ます。目録カードの遡及入力には膨大な費用が

かかりますので、毎年少しずつでも計画的に入

力してゆくことが大切で、そのためにどのよう

な体制を取り、どのように予算措置をすべきか

が大きな課題であります。

4．附属図書館施設の改善

　附属図書館は昭和58年に建てられて以来11年

を経過しましたが、その間施設・設備はコンピ

ュータ設備を除いて当初のままで今日まで来て

おります。その結果、入退館システムはしばし

ば故障し利用者にご迷惑をおかけしております

が、他にも地下書庫の電動集密書架が故障した

りします。保守点検を行っておりますが事故に

つながりかねませんので、更新する必要があり

ますが思うにまかせません。

　附属図書館の閲覧席は現在966席ありますが、

入館者が3000人を越える日が非常に多く、閲覧

席はほとんどいつも満席という状況であります。

試験期は特にひどい状況ですので7年度は3階

の共同研究室を2室臨時の閲覧室として学生諸

君の利用に供しました。

　このような状況を改善するための予算要求は

しておりますが、なかなか認められないため、

総長特別経費をお願いして、7年度末に入退館
システムを新しいものに入れ換えるとともに、

閲覧席も112席増設することが出来ましたが、こ

れは本当に有り難いことであります。そこでこ

の機会に2ケ所に分かれていた雑誌コーナーを

1つにまとめ、新聞コーナーの隣に持って来て、

新聞・雑誌をゆっくりとした気分で読めるよう

にソファーなども増設いたしました。図書館に

入ったすぐ南側の大きなエリアがこの新聞・雑

誌コーナーです。ぜひご利用いただきたいと思

います。この変更にともなって目録カードは1

階の正面奥へ移しましたのでご注意いただきた

く存じます。

　附属図書館の施設・設備の改善については多

くの課題があります。電動集密書架の更新はも

とより、地下書庫内での個人の安全を確保する

ための工夫、地下書庫内での簡単な閲覧のため

の机の設置、AVホールでのパソコン使用のた
めの電源や情報コンセントの設備、特殊資料閲

覧室の改善、特にマイクロフィルムやマイクロ

フィッシュの閲覧・コピーの機械（リーダープリ

ンター）の更新など、あげればきりがありませ

ん。書庫はあと10万冊の収容能力ですが、その

ための書架を購入する必要もあります。書庫は

各部局の古い稀用雑誌を持ち込んで管理するバ

ックナンバーセンターの機能も果しております。

雑誌だけでなく図書などで使わなくなったもの

を保管することも可能ですが、その場合には附

属図書館への供用換をしていただかねばなりま

せん。どの部局図書館（室）でも保管スペースの

問題は深刻で、お互いに協力しなければなりま

せんが、数年先には完全に満杯になってしまい

ますので、新しい図書館の建築計画もそろそろ

検討しなければなりません。京都大学の附属図

書館の床面積は他の有力大学のそれに比べてか

なり狭いというのが実状であります。

5．電子図書館化への努力

5．1　図書館情報システムの更新

　現在の図書館情報システムは平成6年1月に

更新したもので、学内64ケ所の図書館（室）のほ

とんどと、学外の3つの大学の図書館をつない

でサービスを行っております。しかしながら、

本学における歴史的な経緯もあって、受入・目

録業務と貸出業務が全く違ったシステムで動い

ており、図書情報データベースで内容のほぼ同

じものが重複して存在し、システム相互間のデ
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一タ変換に時間がかかるなど、現在という時点

から見ると全く欠点だらけのシステムでありま

す。また、貸出システムはソフトウエアを導入

してから長期にわたって安定せず、全学の図書

館職員の方々や利用者に多大のご迷惑をおかけ

いたしました。ここに謹んでお詫び申し上げま
す。

　このようなことから、システムを抜本的に入

れ換え、各図書館（室）で必要とされる数の端末

装置を導入する必要を感じ、館長に就任した直

後に図書館情報システムのレンタル料増額の概

算要求をすると共に、次期システムとしてどの

ようなものを導入する必要があるかの検討委員

会を作って鋭意検討をしていただきました。そ

の際各部局のご要望をお聞きすること、そこで

の問題を明確に把握することに十分留意する努

力をいたしましたが、それが十分であったかど

うかは分かりません。いずれにしても熱心な検

討の末に分散データベースのシステムで端末数

は300、そのほかに研究室の任意のパソコン端末

から学内ネットワークを経由してアクセスでき

るシステムという姿が浮かび上がって来ました。

しかし残念ながらレンタル料の増額は認められ

ず、その他いくつかの理由から本年にシステム

の更新作業に着手するという案は断念せざるを

得ませんでした。関係者に色々とご迷惑をおか

けし申し訳なく思っております。しかし次年度

にはかならず更新の手続きを開始し、遅くとも

平成10年1月には最新の便利に使えるシステム
に変えたいと思っております。皆様のご希望を

よくお聞きし、十分満足していただけるシステ

ムに致すつもりであります。ご要望をお寄せ下

さるようお願い致します。

5．2　電子図書館システムの開発

　私が館長になる前から研究開発しておりまし

た電子図書館システムA　r　i　a　d　n　eは附属図

書館にも設置し、B　B　C　C（関西文化学術研究

都市にあるマルチメディア関係の財団）の全面

的な協力によって附属図書館の各種資料を電子

化し電子図書館の充実を図ってきております。

このシステムのコンセプトは世界的に見ても最

も進歩したもので、毎月多くの見学者の訪問を

受けております。

　このようなことの他に、インターネットに附

属図書館のホームページを開設し、日本語でも

英語でも図書館の内容を知ることができるよう

にしました。開架図書8．4万冊についてはO　P

AC検索がホームページを通して行なえるよう

にしておりますので、一度だけホームページを

覗いて見るというのでなく、実際の利用にも十

分役立つものとしております。平成8年5月か
らは約60万件の図書資料の検索がインターネッ

トを通して出来るようにしたいと思っておりま

す。ぜひ一度附属図書館のホームページを覗い

て下さい（URL：www．kulib．kyoto－u．ac．jp）。

これからは京都大学が創り出す情報を世界に向

って発信して行かねばなりませんが、このよう

な時代における大学の中での図書館の位置づ

け・役割りはどうあるべきかを学内の教官・職

員のコンセンサスを得ながら明らかにして行く

必要があるものと考えております。

　7年度の補正予算で学内LANの高速化が実
現され、100台の最新型のパソコンが導入される

ことになり、お願いしてそのうちの50台を附属

図書館に設置していただきました。その一部は

附属図書館の職員が使いますが、他は3階に新
たに端末機器室を開設し、一般の利用者に広く

開放し使っていただくことにしました。インタ

ーネットのために使用できるのはもちろんのこ

と、その他どのようにも使用できますので、ぜ

ひともこれらの端末を利用して下さい。図書館

はこれまでのように図書資料だけを扱う場所で

はなく、あらゆる学術情報を対象とできるよう

に徐々に活動範囲を拡大して行くべきものと考

えております。CD－ROMのオンラインサービス

もその1つですが、もっとやるべきことはいろ
いろとあります。

6．組織の検討
　現在附属図書館には3課10掛がありますが、

その中の雑誌・特殊資料掛は雑誌の受け入れ、

製本、古典籍、マイクロ資料類、その他を扱っ

て来ておりましたが、これは和書や洋書などの

ようにはっきりした物（図書資料）以外の、い

わば何でも屋とでもいった部類に属するものの

受け入れからサービスまでを行って来た最も困

難な仕事をする掛でした。そこで掛の業務から

雑誌の受け入れ関係は図書受入掛に移し、業務

内容をできるだけ整理・明確化し、この掛の業

務内容を少し変更するとともに、その場所も他

のカウンター業務との関連で仕事のしやすい一

階に移動しました。このように業務内容と組織

とは時代の移り変わりと共に常に見直して行く

必要があるものと考えます。今後はCD－ROMな

どをどの掛がどのように扱うか、コンピュータ
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への目録カード情報の遡及入力をどのような体

制で進めるか、急速に進歩し、ますます複雑に

なってゆく図書館情報システムの管理運用のた

めの掛をどうすれば強化できるか、インターネ

ットのようなネットワーク上の探索をしたり、

ネットワークで結合された世界の図書館群と相

互協力して行くための人材育成とその組織化を

どうするかといった種々の間題があります。こ

のような課題に適切に対処して行くためには図

書館員の不断の勉強が必要であることは言うま

でもないことであります。

　現在図書館は高度情報化、電子図書館化、広

域ネットワーク化、相互協力化の方向へ急速に

進んでおりますが、これらのいずれをとっても

難しい課題が山積しております。このような課

題に対しては日常業務を第一に処理しなければ

ならない図書館員だけでは対処することは不可

能ですので、従来附属図書館に設けられていた

調査研究員制度を強化して研究開発室を設け、

学内の有識者はもちろんのこと学外の有識者に

も参加していただけるよう組織改正をいたしま

した。この研究開発室は今の所学内（館内）組織

で研究員は総長に発令していただく兼任の方々

ですが、将来は文部省の認める粗織にして行き

たいと思っております。この研究開発室に兼任

で来て下さる方々の多くは教官であり、科学研

究費の申請が出来ますので、そういったことを

通して将来の理想的な図書館の実現に向けての

研究開発を活発にして行きたいと考えておりま
す。

7．百年史編集史料室

　京都大学は1997年6月に百周年を迎えます。

これを記念して種々の計画が進められておりま

すが、京都大学百年史全7巻7000頁と写真集1

巻の編集・出版も重要な計画の1つとなってお

ります。その準備は数年前から着々と行われて

来ましたが、編集・出版の中心となる百年史編

集史料室が昨年の7月に正式に設けられ、附属

図書館の中に置かれることになりました。この

史料室は既に京都大学創立時代からの各種の貴

重な資料と数千点の貴重な写真を収集しており

ますが、これはまさに図書館活動の一貫として

みるべきものであって、この史料室が図書館に

置かれたのは理由なしとしないわけであります。

今後ともこのような資料を蓄積して行くと共に、

その整理をうまく行なって将来公開できるもの

は公開して行くということになるでしょう。京

都大学百年史は、このような地道な資料収集の

上に作られるもので、我国の大学史における1

つの記念碑的出版物となるでしょう。

8．おわりに

　附属図書館商議会は図書館の最高の意志決定

機関であり、予算を始め多くのことを決定して

いただいてまいりました。しかし図書館には商

議会の課題にするほどではないけれども実質的

には十分な時間をかけて審議していただきたい

問題も多くあります。例えば、附属図書館の諸

活動に対する詳しい点検・評価も重要な課題の

1つであります。このような課題を審議するた

めに平成7年3月に商議会の下に専門委員会を

設置していただき、平成7年度中に9回の会議

を開催していただきました。図書館の実態の見

学をも含んで種々の問題について審議をしてい

ただきましたが、上に述べてまいりました図書

館の活動のいくつかはその審議の結果によるも

のであり、ここに貴重な時間をさいて審議いた

だきました専門委員会委員の先生方に感謝申し

上げます。

　以上は、私が館長に就任して1年間に行なっ

てまいりました事と現在における私の考えであ

りますが、いろいろと思い違いや、あるいは間

違ったことをしている可能性があるかと存じま

すので、皆様方の率直なご意見をいただきたく

存じます。そして少しでも利用者にとって使い

やすい、良い図書館にして行きたいと思ってお

りますのでよろしくご協力くださいますようお

願いしたいと思います。

（注）

平成7年度の利用統計から関連するデータを抽

出し、以下に掲載しましたので参考にして下さ

い。（編集部〉
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【平成7年度入館利用状況】

　　（内訳）

入館者総数 699，725人

。
鍍
襲
灘

馨難 入館機 692，887

マニュアル＊ 3，009

3，019灘　　　閲覧　＊＊

　　　見学 810

　　　　　　　　　　　　　　（人）

＊マニュァル　忘れたり、紛失等による利用証

　　　　不携帯の入館者
＊＊閲覧：学外者の特別閲覧願手続きによる

　　　　入館者と共通閲覧証による入館者

入館機による入館者　692，887

＊平成8年1月16日

　人のうち

2，389

2，928

1，081

　590
5，083

　　　（人）

擁．穰麗翻購灘韓難懸灘鯛機i講

単
位
　
千
人

一”ロ””一一一””一一”一－””一””1耳『…

一デ転一▽7一一一等
”’”…”一一”一”…曽…一冨…””一一”一一

▽詮21愈』f二全一一一一一一～餅

一旧…一一▽釈二二”一…”

菅一…一馬一一
一”一一一…””F一一一一一一一…一一一箇一

．．．砺、、ゲf上1全旨』食：、＿

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

■平　日 2727 3276 3074 3192 1796 3609 2778 2746 2914 0513 2891 786
◇土曜日 754 1166 1149 1354 1046 965 910 1000 1439 1296 761
▲日曜日 0 437 562 714 889 403 430 459 874 826 386

【平成7年度ILLサービス】

1．文献複写総数

2．文献複写内訳

　　A．国外

　　B．国内

（件）

難、麟 172
灘i馨灘，灘 0

　20

　15

単
位
　 10

件
　
5
　
0

翻禦繋

翻、・熊砦、、翻縦懸 1488　　　　　　1944 2694 2498 3101

麹灘　灘・
響

230　　　　　　　147 267 247 294
…欝・購・蕪 7788　　　　　　8863 9913 9514 12158

難、灘 1040　　　　　　1582 1591 1842 3235

20

15

　
1
0

単
位
一
件

5

0
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内訳：平成7年度　所属別依頼・受付件数

踊饗、

彗，、灘灘撫…離1

　　』嚢難謄’ 肋　＾「議蹴鑑　

　蓑欝煎難撒藷 瞬獅磁　　醐1一・・
蟻騰ワ髪．・’モ

　　　　・舜渇＾
漿職

i灘灘離

　　　　盛

2，047

（2，047）

173

（173）

702

（168）

78

（17）

352

（0）

43

（0〉

3，101

（2，215〉

294

（190）

－　　・　ドーず’“似ゐ　、’一じ、㌧ゴ

麟』藩「削r酬㌔「難

　　灘馬難　n「で信

　蔭　σ織
難憎麟蕪慧撚翻燃、懸騰 翼総鰍鱗麟

擬

惑鰻難鮭聯に辮

　　膿難鵬．銀
鵜騒硯、．、工卜「鞭鐸

2，047

（2，047）

173

（173）

702

（168）

78

（17）

352

（0）

43

（0〉

3，101

（2，215）

294

（190〉

＊NC－ILL・NACSIS－ILL（学術情報センター）システム使用：内数

　　C．学内

　　　鐘羅　難　難欝難嚢

3．館内複写形形態別内訳（受付）

1，553

　　　（件）

174，577　枚
・醐応　’1ド　　　　　　　　　「『「［離籔『■醐「■椰’卍■

27，319　枚
再撮　　　卍　■繭　　　肖■　｝　　瞬，而　　　　　　　　　　　■岬　艶　　’1　　’

755　件

【平成7年度参考業務】

1．国内受付件数
繋。雛騰灘．

‡　”｛’「■m「「ドγ　軸　　■「［

礁誌・

、難難
　織’、　・囎 8，712 10，318

515 435

蝦鍛雛轍 2，146

11，373 10，753

…簸編 4，553 3，891
，鮮》’　1占、　’鍬　’　⊃冒一ひ撤』脳』’“駐’㌔’蟹』ド　倒ウ　］　品5㌃

∴鷺 2，282 1，875

饗蕪 v搬磯麟
4，538 4，987

灘、。貰

灘窯一r

騨籟灘 11，373 10，753

2．CD－ROM
　A．ネットワーク対応型（同時にアクセス10ユーザー）

　　種類：MEDLINE
　　　　　　GeoRef（平成8年5月から）
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B．スタンドアローン型（端末6台）

種類：朝日新聞記事情報CD．HIASK

　　　科学技術文献速報ライフサイエンス編（テスト版）

　　　学術雑誌総合目録

　　　国文学研究資料館マイクロ資料目録

　　　国立国会図書館雑誌記事索引

　　　戦後50年朝日新聞記事見出しデータベース

　　　判例MASTER
　　　Bibliographie　nationale　grancaise

　　　Books　in　Print　Plus

　　　Boston　Spa　Conferences

　　　Boston　Spa　Serials

　　　Deutsche　Nationalbibliographie

　　　Dussertation　Abstracts　on　Disc

　　　Ulrich’s　Plus

【平成7年度展示会・講演会・講習会】

4月12日一14日新入生対象オリエンテーション（図書館利用）

　　18日一20日新入生対象オリエンテーション（OPAC／TSS）

6月7日　　　講演会「電子図書館について」（富士通今井氏〉

6月26日　　　講演会「米国における大学図書館事情と電子図書館の動向」（長尾図書館長）

7月3日一7日平成7年度目録担当職員システム研修

9月6日　　　」OIS講習会

9月12日一13日NACSIS－IR地域講習会
　　18日一20日京都大学インターネ・ソト講習会（第1回）（情報処理教育センター外）

10月16日一27日附属図書館秋李展示会「舎密局から三高へ」

　　24日　　　秋李展示会講演会（海原総合人間学部教授）

　　24日一26日　目録システム地域講習会（第1回〉

　　31日一2日　　　　　　〃　　　　　（第2回）

11月6日一12日国立大学図書館協議会公開事業「幕末・明治期古写真等資料展」

11月8日　　　公開事業講演会「写された幕末、維新」（白幡国際日本文化研究センター助教授）

12月5日一6日NACSIS－ILLシステム地域講習会
1月23日

2月16日

　27日

3月7日

京都大学インターネット講習会（第2回）（情報処理教育センター外）

学内講演会「開かれた図書館を目ざして」（雨森三重県立図書館長）

講演会「最近のドイツにおける電子図書館の状況について（ワッテンベルグドイッGMD研究員）

平成7年度近畿地区国公立大学図書館協議会主題別研究集会
「ロシア国立図書館の現状と課題」（ハルラーモフ・ヴィ外ル・イワーノヴィチロシア国立図書館

書籍史部長

【座席数】

　　　966　席（平成8年3月31日現在） 席
席
席
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